
気候変動への対応について 

 

 SH プレシジョン（以下、当社）は、サステナビリティ経営方針において、持続可能な

社会の実現に貢献する経営課題に取り組み、事業の持続的な成長と企業価値の向上を図る

ことを掲げ、従業員一人一人の技と心で新しい価値を創造し、お客様に満足いただける製

品と技術の提供を通して、地球にやさしく、社会から信頼される企業で有り続けることを

目指します。 

当社は、環境方針の下、長年に亘り、環境負荷物質の削減、エネルギー使用量の削減、

資源の有効活用、リサイクル化など取り組んでまいりました。こうした中、地球温暖化に

よる気候変動は、当社事業のみならず、お客様、サプライチェーンに対しても多大な影響

を及ぼす重要な課題と位置づけ、その取り組みを計画的に推進しております。 

 

 

１． 中長期環境目標 

目標項目 2030 年 2050 年 

温室効果ガス(GHG)実質排出量 
50％削減 

（2013 年対比）※1 

実質排出量 

ゼロ 

再生可能エネルギー使用 使用率 100％ 使用率 100％維持 

        ※1) 対象:Scope1+Scope2 

 

 

２． 推進体制 

 当社は、気候変動対策など環境への取組みを推進するため社長（事業所責任者）を委員

長とするサステナビリティ推進委員会にて、定期的に当社の事業方針および手続への反映

を行うとともに、環境マネジメントシステムの枠組みを活用し、取組みを推進します。 

 

 

３． 活動実績 

 当社は、中長期環境目標（2030 年・2050 年）達成を目指し、全社活動を展開していま

す。具体的な活動として、以下の分野に重点を置き、カーボンニュートラルの実現を目指

しています。 

（１） 省エネルギー推進並びに生産効率化による GHG 実質排出量削減（図 1） 

（２） 再生可能エネルギーの使用（図 2） 



図１：温室効果ガス（GHG）実質排出量削減の推移と目標値（Scope1+Scope2） 

 

 

図２：再生可能エネルギー使用率の推移と目標値 

 

 

 

４． 活動内容 

（１） 省エネルギー推進並びに生産効率化による GHG 排出量削減 

当社は、製造設備やユーティリティ設備等の省エネルギー化、生産活動の効率化等

により GHG 排出量の削減を進めています。具体的には、変圧器、空調設備等老朽

化機器の省エネ機器への更新、圧縮機の効率的運用、照明の LED 化など各種施策

の実行並びに生産設備の集約、設備稼働率改善など生産改善活動の推進を通して、

効率的なエネルギー利用による低炭素製造工程・施設の実現を目指し、全社で取り

組みを強化しています。 
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（２） 再生可能エネルギーの導入 

当社の事業活動を通して排出される GHG の内、外部から購入する電力に由来する

GHG の比率が大きなウエイトを占めています。そこで、2030 年度において再生

可能エネルギー使用率を 100％にすることを中長期環境目標に掲げ、購入する電力

の再生可能エネルギーへの転換を推進しています。具体的には、2024 年 1 月より

東北電力殿と CO2 フリーの再エネ電気の供給契約を締結し、当社で使用する電力

の約 1/3 を切替えました。今後、再エネ電気の適用割合を順次拡大し、中長期環境

目標の達成へ向け、取組みを強化して参ります。 

 

 

５． Scope1・2 に関する第三者認証取得 

当社は、温室効果ガス（GHG）排出量における Scope 1 および Scope 2 への対応につい

て、信頼性と透明性を確保するため、2025 年 4 月 27 日に第三者機関による認証を取得し

ました。 

 

（１） 認証概要 

・認証機関：BSI グループジャパン株式会社 

・認証範囲：2024 年度における当社の Scope 1 および Scope 2 排出量 

・準拠基準：ISO14064-3:2019 に基づく準拠 

・認証結果：妥当性が確認され、検証済みの「独立保証声明書」を取得 

      「独立保証声明書」は次項に公開します。 

 

 

６． 今後の展望 

今後は Scope 3 も含めた GHG 排出量の可視化と削減にも取り組み、サステナブルな社

会の実現に貢献して参ります。 



/Independent Assurance Statement

1 / 6

BSI  
BSI Independent Assurance Statement 
2024 SH  

Related to SH Precision Co., Ltd 2024 

ards Institution BSI SH

 SH  

SH

 

BSI

( )  

BSI SH

BSI SH

SH SH

 SH

SH Precision Co., Ltd.

 SH

Precision Co., Ltd.

SH Precision Co., Ltd.

 .

SH Precision Co., Ltd. 

s 

SH Precision Co., Ltd. 



 

/Independent Assurance Statement

 

 2 / 6

 

SH Precision Co., Ltd. ili SH Precision 

Co., Ltd. 

o it 

SH Precision Co., Ltd. 

 

 

SH   

SH 2024 (2024/1/1-2024/12/31

 

 

1   

2025/02/12 2025/04/11 

 

Scope 

SH Precision Co., Ltd.  

2024(2024/1/1-

2024/12/31) are covered. 

SH Precision Co., Ltd. s  

 

2025/02/12 2025/04/11 

  



 

/Independent Assurance Statement

 

 3 / 6

 

 

BSI SH

 

SH  

1  

ISO14064-  

ISO14064- SH

 

 

BSI s Opinion 

Based on BSI  

SH Precision Co., Ltd.  

 

   

 

-   

SH Precision Co., Ltd.  

under ISO14064-  

  



 

/Independent Assurance Statement

 

 4 / 6

 

1 SH 2024 GHG  

Table 1. Summary of SH Precision Co., Ltd.  GHG Emissions the fiscal year 2024 
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